
 

 

 

  

 

 まだ校地内に雪が残る 4 月 8 日、本校第 51 回入学式を挙行しました。今年度は西山形小学校か

ら8名、村木沢小学校から14名、大曽根小学校から11名、合わせて男子15名、女子18名の33

名を新入学生として迎え入れました。今年度から採用した新

制服を身に付けて、緊張気味の表情で入場した新入学生です

が、学級担任の呼名に元気な声で応える姿には、これから始ま

る 3 年間の中学校生活への期待が溢れんばかりに感じられま

した。新入学生代表として壇上に立った飯野芽依さんは「何か

に打ち込んでやりきったという充実感を持って卒業の日を迎

えられるように努力したい」と、力強く決意を語ってくれまし

た。創立から51年目を迎えた山形八中の新たな歴史を創る学

年として、33名の新入学生が学校教育目標「創造」「貢献」「自

立」の理念とともに、逞しく成長することを大いに期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もゆる浪漫 
 

                            山形市立第八中学校たより 

第1号 校長 栗田 和真 

令和4年4月21日 発行 

（ 新入生代表挨拶 飯野 芽依 さん ） 

 

                    創立 50 周年を節目に山形八中は制服のデザインを一新しました。生

徒と保護者及び創立 50 周年記念事業実行委員会の皆様からご意見を

頂戴しながら、これからの山形八中に相応しい制服を検討しました。

新制服は、紺とグレイを基調にするブレザーを採用しました。男女共

にブレザーを採用するのは、市内中学校では本校が初めてです。また、

性別を問わずにスカートとスラックスを選択できるジェンダーレス対

応にも配慮しました。令和4年度の新入学生から順次導入します。 



～～～～～ 令和 4年度 教職員紹介 ～～～～～ 
 

学年外 氏名 教科 本校在職 

校長 栗田 和真  3年目 

教頭 小林 光夫 国語 2年目 

教務主任 齋藤 匡広 国語 7年目 

養護教諭 伊藤 紗稚  4年目 

主事 堀米 葉月  3年目 

技能長 金澤 亮子  1年目 

技能主査 石澤 一司  1年目 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗ  ー 小関 悦子  9年目 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗ  ー 後藤 玲子  2年目 

給食補助員 平田 幸子  5年目 

ALT Stephen James Hall 英語 2年目 

22名の教職員で精一杯に頑張ります。 

今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

 

◇◇◇◇◇ 新任者の紹介 ◇◇◇◇◇ 
 

 

 

 

 

 
 

深瀬 智子 先生   鈴木 香代子 先生  今野 マリ 先生 

天童二中 より   天童一中 より 

 

 

 

 

 

 
 

大友 千鶴子 先生  金澤 亮子 技能長  石澤 一司 技能主査 

山形七中 より   すみれ保育園 より 山形十中 より 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～ 5月の主な予定 ～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

2日（月） 生徒会総会 

9日（月） 部活動部会（1年生正式入部） 

11日（水） 午前授業（午後から家庭学習）／給食なし 

12日（木） 部活動代表者会 

19日（木） 1年校外学習（市少年自然の家）／1年弁当持参 

20日（金） 避難訓練／教育後援会三役会・常任委員会 

25日（水） 午前授業（午後から家庭学習）／給食なし 

27日（木） JRC加盟登録式 

第1学年 氏名 教科 本校在職 

第1学年主任 黒木 裕明 理科 3年目 

1年1組担任 深瀬 智子 英語 1年目 

学年担任 庄田  実 美術 3年目 

教育相談員 大友千鶴子  1年目 

    

第2学年 氏名 教科 本校在職 

第2学年主任 飯野 桂一 数学 7年目 

2年1組担任 設樂 昂平 社会 5年目 

あじさい1組担任 高瀬 道子 音楽 4年目 

    

第3学年 氏名 教科 本校在職 

第3学年主任 加藤 真樹 英語 3年目 

3年1組担任 今井 教史 保体 9年目 

あじさい2組担任 鈴木香代子 家庭 1年目 

学習指導員 今野 マリ 数学 1年目 

 これまで山形八中では、3 年間無欠席の生徒

に「皆出席賞」を授与してきましたが、令和4年

度の入学生から廃止することとしました。 

 現在の社会情勢と学校教育の在り方は、年々

大きな変遷を経ており、子どもたちの学びの場

や学習形態も多様性が認められるようになって

きました。そうした背景から、様々な境遇の中で

自分らしく努力し続けている子どもたちを等し

く応援したいという思いから皆出席賞の見直し

を図りました。 

 毎日元気に登校できることの素晴らしさと、

逞しい心身を育むことの大切さに変わりありま

せんので、各家庭における御支援を引き続きお

願い致します。 

 

（ 1年生 校庭の桜の下で ） 


